
（第
三
十

一
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

平
成
二
十
三
年
関
東
連
合
会
総
会
の
ご
案
内

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、

心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

平
成
二
十
二
年
度
東
北

大
学
貝
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
総
会
は
、

例
年
通
り
下
記
の
要
領

で
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
う
え
、

ご
出
席
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
も
、

総
会
の
前
に

「関
東
員
陵
ア
カ
デ
ミ
ア
」
（教
職
員
会

を
改
称
）
を
、

当
日
午
後
二
時
よ
り
、

同
四
時
ま
で
、

同
じ
会
場

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

次
い
で
総
会
で
は
、

特
別
講
演
を
聖
路

加
国
際
病
院
副
院
長
細
谷
亮
太
先
生

（昭
和
四
十
七
年
卒
）
に
お

願
い
し
て

「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
概
念
」

（要
旨
は
２
面
掲
載
）

と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

ア
フ

タ
ー
デ
イ
ナ
ー

・
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

仙
台
ご
出
身
の
女
流
ピ
ア

ニ
ス
ト
高
橋
礼
恵
さ
ん
に
ご
出
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

奥
様
は
じ
め
ご
家
族
の
ご
参
加
も
、

大
い
に
歓
迎
教
し
ま
す
。

東
北
大
学
長
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
会
長
　
　
　
　
　
　
・高
緒
裾
際雄

東
北
大
学
医
学
系
研
究
科
震
災
復
興
支
援
募
金

の
お
願

い

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

母
校
東
北
大
学
医
学
部
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

同
窓
会
諸
先
生
方
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（詳
細
は
本
紙
第
二
面
に
掲
載
）

日
　
時
　
平
成
二
十
三
年
六
月
十
八
日

（土
）

場
　
所
　
　
市
ケ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア
四
陪

関
東
長
陵
ア
カ
デ
ミ
ア

（教
職
員
会
を
改
称
）
開
催

午
後
二
時
か
ら

総
会
議
事
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
半

特
別
議
演
　
演
題

『
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
概
念
』

講
師

・
細
谷
亮
太
先
生

（昭
和
四
十
七
年
卒
）

午
後
五
時
半

懇
親
会
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
頃
よ
り
開
会

ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ

・
高
橋
礼
恵
さ
ん

（後
述
）

会
費
　
　
　
△
〓
員

一
万
円
　
デ
」家
族
五
千
円

（
一
人
）

出
席
申
し
込
み
　
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
、

総
会
出
欠
を

ご
記
入
の
う
え
総
会
費
及
び
会
員
の
年
会
費
三
千
円
を

ご
納
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

東
北
大
学
医
学
部
研
究
科

震
災
復
輿
助
成
金
の
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

こ
の

振
込
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

＊
会
費
納
入
の
お
願
い
　
総
会
に
ご
欠
席
の
方
は
、

年
会
費
三
千

円
の
み
を
ご
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
の
納
入
率
が
低
く
、

年
間
の
赤
字
が
出
て
お
り
ま
す
。

な
お
、

八
十
歳
以
上
の
方
で
、

会
費
免
除
を
ご
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



総
容
捨
剰
諾
演
子
丈

子
茂

二
十

二
年

終
会

の
特
別

爺
演
晏
旨

「ト
ー
タ

ル
ケ

ア
の
概
念
」

約
小
鬼
太

（
昭

わ

四
七

年

卒

）

「
ト
ー
タ

ル
ケ

ア
」
と

い
う
概
念

の
生

み

の
親

は
、

ボ

ス
ト

ン
小
児
病
院

に

い
た
、　

ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
教
授

ン
ド
ー

ニ
ー

・
フ

ァ
バ
ー

で

あ

る
ぅ

小
児
が
ん
治
療

パ
イ
オ

ニ
ア

の

一
人

で
、

業
酸
括
杭
剤
を
使
用

し
て
、

小
児
白
血
病
を
治

療

し
、

一
九
四
八
年

の
官
望

Ｆ
ｉ

賞
と

甘
賃
″屋

一

乳

煮
＆

腎
３
Ｌ

講

に
発
表
．

小
児

が
ん
が
治

せ

る
か
も
し
れ
な

い
と
皆

に
希
望
を
持
た
せ
た
人

人
物

で
あ

る
。

私

の
前

任

の
聖
路

加
病
院

小
児

科
部
長

・
西
村

昂
二

は
、　

一
九
六
〇
年
ま

で
彼

の
下

で
、

臨
床

ト

レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
当
院

ヘ

就
職
。

そ

の
年
。

「
小
児
科
臨

床
」
誌

に

「
米

国

に
於
け

る
、

小
児
急

性
白
血
病
治
療

の
現

況
」
を
寄

せ
た

の
で
、　

一
部
紹
介
す

る
。

写真上1 比

細谷亮六先生

「
家

族

に
対

し
不
治
な

る

こ
と
を
伝
え
、

症

状

経
過

の
報
告

と
、

現
在

の
治
療
法

で
生
命
を

で

き

る
限
り
延
長

し
、

よ
り
よ
き
治
療
法

発
見

ヘ

の
希
望

を
与

え
、

同
時

に
患
児

の
治
療
、

福
社

が

つ
く
さ
れ

て

い
る
安

心
感
を

与
え
る
両
親

が
し

つ
け
を
失

う
と
、

精
神

面
．

素
行

面

で
問

題
が
生

じ
る

こ
と
が
あ

る
。

家
族

の
経
済
的
負
担
も
大

で
、

社
会
福
祉

司

が
相
談
援

助

に
応

じ
て

い
る
」

一
九
七

二
年
、

世
界
初

の
小
児

が
ん

の

教
科
書

「
小
児
悪
性
腫
瘍
学
」

で
、

思
師

ス

ト
ー

は
、
「
小
児
が
ん

の
治
療

は
、

考

え

う
る

治
療
法

は
す

べ
て
使
用
し

て
、

集
学
的

に
多

職
種

の
人

々
の
協

力

の
下

で
行

わ

れ
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
，

こ
れ
が

フ

ア
ー

バ
ー

の
ト
ー

タ

ル
ケ

ア

の
概
念

で
あ

る
」
と
述

べ
て

い
る
。

こ
の

コ
ン
セ
ブ
ト
は
、

さ

ら
に
進

化

し
、

参

集
す

べ
き
専
門
家

は
増
え
た
。

診
療

か
ら
治
療

、
心
理
的
、

十‐二
会
的

，
経

済

的
な
サ
ポ

ー
ト
、

長
期

フ
ォ

ロ
ー

ア

ッ
プ
を

す

べ
て
を
包
含

し
、

家
族
も

深
く

ケ
ア
す

る

よ

う

に

な

っ
た

っ

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
医
療
チ
ー
ム
の
充
実

は

必

須

で

あ

る

。
医
師
、

看
護
師
，

２
Ｐ

ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、

病
棟
保
育
士
、

電
Ｐ

小
児
心
理

士
、

教
師
、

宗
教
家
、

病
棟
薬
剤
師
、

検
査
技

師
、

訓
練
士
等
、

メ

ン
バ
ー
が
お
互
い
の
立
場

を
理
解
し
、

職
種
を
尊
重
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム

ワ
ー

ク
よ
く
働

い
て
こ
そ
、

ト
ー
タ

ル
ケ

ア

の

望
ま

し

い
形
を
追
求

で
き

る
。

＊
細

谷
亮
太
先
生

は
、

昭
和

二
十
三
年
生

ま
れ
、

山
影
県

の
ご
出
身

で
、

昭
和

四
十
七
年

（
１
９

７
２
年
）
東
北
大
学

医
学

部
を
卒
業
、

聖
路

加

病
院

小
児
科

に
勤
務
。

１
９
７
８
年

か
ら
米

・

テ
キ
サ

ス
大
学

Ｍ

Ｄ
ア

ン
ダ

ー

ソ

ン
病
院
癌

研

究
所

に
勤
務

（
二
年
間
）
、

そ

の
後
、

帰
国
し

て

聖
路
加
病
院

に
復
職
。

現
在

、
聖
路
加
病
院
副
院
長
。

小
児
科
医
療

セ
ン
タ
ー
長
。

小
児
科
を

二
十

八
年
間
担
当

ご
専

門
は

「
小
児

が

ん
」
者
書
多

数
あ
り
ま
す
．

７

７

々

―
手

ィ

十

１

・
コ
ン

サ

ー

ト

　

♪

♪

♪

わ
台
ご
出
身

の
女
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
協
続
礼
巡

（
の
う
え
）
さ
ん
を
お
空
え
し
ま
す

礼
恵
さ

ん
は
、

仙
台
市

に
誕
生

、
桐
朋
学
園
大
学
卒
　
そ

の
後

Ｄ

Ａ
Ａ
Ｄ
奨
学
生
と

し
て
、

ベ

ル
リ

ン
芸
術
大
学

に
学

び
、

世
界
的
な
演
奏
家

と
し
て
活
躍
さ

れ

て

い
ま
す
。

総
会
当

日
の
演
奏

予
定

の
曲

目
は
左
記

の
と
お
リ
ー

プ

ロ
グ

ラ
ム
、

ベ
ー
ト
ー

ベ

ン
作
曲

　
ピ

ア
ノ
ノ
ナ
タ

「
月
光
」

リ

ス
ト
作
曲

　

　

「
愛

の
夢
」

シ

ヨ
パ

ン
作
曲

　

「
ス
ヶ

ル
ツ

オ
第

２
番
」

そ

の
他

写
真

上
は
、

高

橋
礼
想
さ

ん



―
―

―

―

＝
・・　

　
　
　
」ま
し
た
。

そ
し
て
、

そ
の

‐

…

‐

…

‥
　

　

　

　

革
告
を
頂
去

■

ぃ

“

“

“

Ｈ

＝

Ｈ

．．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
革
復
興
の
た
め
、

東
北
大
学
医
学
系
研

一一　

泉

北

大

学

医

学

糸

所

死

　

・
究
科
震
災
復
興
助
成
金

策

北
大
学

一一　

科

震

災

復

果

え

援

表

全

　

・一
医
学
部
の
受
付
窓
母

を
創
設
さ
れ

革
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一一　

の
お

願

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壊
滅
的
被
害

一一　
本
復
興
助
成
金
は
、

一一　
　
関
泉
Ｒ
険
同
窓
会

革
を
受
け
た
教
育
、

研
究
、

診
療
設
備

一一　
　
　
　
　
　
会
長
　
島
格
佼
棒

革
の
復
興
並
び
に
こ
の
震
災
で
親
元
か

．占　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」≡〓
ら
仕
送
り
が
困
難
と
な
っ
た
学
生
の

■
＝
Ｈ
Ｈ
“
＝
＝
”
“

今
回
の
未
管
有
の
東
日
本
大
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
、

謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
ま
す
。

こ
の
中
に
は
，

艮
陵
同
窓
会
会
員

と
そ
の
ご
家
族
も
含
ま
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、本

当
に
心
が
痛
み
ま
す
。

東
北
大
学
医
学
系
研
究
科
長
山
本

雅
之
先
生
か
ら
は
、

大
学
職
員
、

学

生
は
全
員
無
事
で
あ
つ
た
こ
と
、

教

育
、

研
究
、

病
院
設
備
、

貴
重
な
資

料
な
ど
は
、

開
学
依
頼
の
と
大
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
、

東
北
大
学
病
院

は
災
害
の
中
核
病
院
と
し
て
、

重
症

被
災
者
の
診
療
、

被
災
地

へ
の
医
師

派
遣
な
ど
大
震
災
の
救
援
活
動
に
全

力
で
当
た
っ
て
い
る
こ
と
、

今
後
は

こ
の
大
震
災
を
の
り
越
え
て
大
学
復

興
に
向
け
て
、

全
力
を
注
ぐ
等
の
報

支
援
等
に
当
て
た
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

関
東
艮
陵
同
窓
会
と
致
し
ま
し
て

は
、

平
成
二
十
二
年
四
月
十
四
日
役

員
会
を
開
催
し
、

母
校
東
北
大
学
医

学
部
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、

本
復
興
助
成
金
の
募
金
活
動
を
行
う

こ
と
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

つ
き
ま
し
て
は
、

関
東
長
陵
同

窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

既
に
各
種
組
織
を
通
じ
て
義
援
金
に

応
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
か
と
存

じ
ま
す
が
、

母
校
東
北
大
学
医
学
部

の
第
状
に
鑑
み
、　

一
日
も
早
い
復
興

を
願
つ
て
左
記
の
要
領
で
ご
支
援
を

賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

記

①

日
的
　
東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
東
北
大
学
医
学

研
究
科

へ
の
復
興
支
援

②

名
称
　
東
北
大
学
医
学
研
究

科
震
災
復
興
助
成
金

支
援
金
の
振
込
み
方
法

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
に
同

封
し
た
郵
便
振
込
用
紙
を
用

い
て

「東
北
大
学
医
学
研
究

科
震
災
助
成
金
」
の
項
に
①

印
を
付
け
て
、

金
額

（
，
日
・
一
万
円
、　

一

日
以
上
お
願
い
し
ま
す
）
を

近
く
の
郵
便
局
か
ら
振
り
込

ん
で
下
さ
い
。

税
制
上
の
優

遇
処
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、

所
得
控
除
を
希
望
す
る

方
は
、

所
得
控
除
の
項
に
○

印
を
付
け
て
下
さ
い
。

年
会
費
振
込
み
、

総
会
出
席

者関
東
長
陵
同
窓
会
年
会
費

（二
千
円
）。
六
月
十
八
日
関

東
艮
陵
同
窓
会
総
会
会
費

（
一
万
円
）
を
振
り
込
ま
れ

る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
に

①
印
を
付
け
、

東
北
大
学
医

学
研
究
科
震
災
復
興
助
成
金

と
合
計
金
額
を
振
り
込
ん
で

下
さ
い
。

領
収
書
、

所
得
控
除
書

東
北
大
学
医
学
研
究
科
経
理

か
ら
、

後
日
送
ら
れ
る
予
定

で
す
。

「関
東
長
陵
だ
よ
り
」
並
び
に

「関
東

長
陵
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
」
へ
の
情
報
提
供
の

お
願
い

今
回
の
大
震
災
で
思
わ
ぬ
被
告
を

受
け
た
皆
さ
ま
に
関
東
艮
陵
同
窓
会

は
心
よ
り
の
お
見
舞
い
を
い
た
し
ま

す
。そ

し
て
母
校

・
東
北
大
学
並
び
に

被
災
地
の
皆
さ
ま
の
一
日
も
早
い
復

興
を
心
か
ら
お
祈
り
を
申
し
あ
げ
ま

す
。関

東
艮
陵
だ
よ
り
は
、

こ
れ
ま
で

会
員
の
皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

提
供
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
関

東
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

本

部
長
陵
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
に
先
駆
け
て

平
成
十
七
年
に
開
設
さ
れ
、

現
在
ま

で
約

一
万
件
に
及
ぶ
多
く
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、

内
容
を
充
実
す
る
た
め
、

会
員
各
位
の
情
報

（教
授
就
任
、

叙

勲
、

新
規
開
業
、

就
職
希
望
、

移
動

な
ど
）
を
募
集
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
関
東

連
合
会
東
京
支
部

（四
頁
最
後
）
ま

で
情
報
を
お
よ
せ
下
さ
い
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（関
東
長
陵
同
窓
会

幹
事
長
　
新
田
澄
郎
）



震
災
復
興
支
援
募
金
活
動

東
北
学
生
震
災
復
興
支
援
団
体

東
京
支
部
は
、

今
回
の
災
害
の
支
援

に
つ
き
、

左
記
に
掲
載

（抜
粋
）
募

金
活
動
の
お
願
い
を
実
行
し
、

多
大

な
成
果
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

震
災
復
案
支
援
募
金
の
お
願
い

こ
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

私
た

ち
東
北
大
学
生
の
多
く
が
仙
台
に
お

い
て
被
災
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
原
子
力
発
電
所
事
故
に

に
よ
る
放
射
線
の
影
響
や
風
評
被
害

に
苦
し
む
友
人
も
居
り
、

報
道
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
、

被
災
地
の
生
の
声

を
耳
に
す
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。

私
た
ち
東
北
学
生
震
災
復
興
団
体

Ａ
４
Ｔ

（Ａ
Ｌ
Ｌ
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
　
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
）
は
、

仙
台
か
ら
地
元
に

避
難
し
て
き
た
東
北
大
学
の
学
生
が

中
心
と
な
り
、

東
北
地
方
の
支
援
活

動
を
行
う
団
体
で
す
。

Ａ
４
Ｔ
は
全

国
各
地
に
支
部
を
置
い
て
活
動
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

現
在
、

青
森
県

秋
田
県
、

栃
木
県
、

東
京
都
、

神
奈

川
県
、

大
分
県
に
支
部
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
４
Ｔ
東
京
支
部
は
、

都
内
に
お

け
る
街
頭
募
金
活
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

新
宿
駅
周
辺
で
八
日
岡

（二
月
二
十

在
日
か
ら
四
月

一
日
）
の
募
金
持
動

を
行
い
，

五
百
十

一
万
三
百
二
十

一

円
の
義
緩
金
を
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か

り
し
ま
し
た
。

Ａ
４
Ｔ
で
は
、

各
支

部
で
は
集
め
た
義
援
金
の
全
額
を

¨

橋
し
て
日
本
赤
十
年
社
に
寄
付
し
、

被
災
地
復
輿
に
役
立
て
て
頂
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
活
動
し
て
み
て
思
う
こ
と

は
、

被
災
地
の
復
興
の
た
め
に
協
力

し
て
く
だ
さ
る
方
が
こ
ん
な
に
も
た

く
さ
ん
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

街
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
人
は
見
ず
知

ら
ず
の
大
学
生
に
対
し
て
、

千
阿
札

や

一
万
円
札
を
惜
し
み
な
く
い
れ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
東
北

大
学
の
校
舎
や
、

仙
台
の
街
並
み
の

様
子
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

そ
う
ゆ
う
時
に
、

こ
の
活
動
の
や
り

が
い
を
強
く
感
じ
ま
す
。

今
後
、

私

た
ち
東
北
大
学
の
学
生
は
順
次
仙
台

に
も
ど
り
ま
す
。

被
災
地
の
皆
様
の

声
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

街
頭
募

金
で
ご
支
援
く
だ
さ
つ
た
皆
様
の

激
励
の
声
を
被
災
地
の
方
々
に
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

有
難
】ュ

」ざ
い
ま

し
た
。

（東
京
支
部
長
　
石
田
啓
之

東
北
大
医
学
部
医
学
科
三
年
、

支
部

長
補
佐
　
岩
瀬
遼
　
同
二
年
）

巨
大
地
震
、

津
波
、

原
発
被
害
地
の

医
療
救
護
体
験
記

今
回
の
大
災
害
で
右
記
二
重
苦
の
幸

酸
を
試
め
て
い
る
福
島
県
い
わ
き
地

区
に
、

医
療
救
護
に
参
加
し
た
。

い
わ
き
市

・
四
倉
、

久
ノ
浜
地
区
は

聞
き
し
に
勝
る
惨
状
で
言
葉
も
な
か

っ
た
。

避
難
所
に
は
、

家
や
家
族
を

失
っ
た
人
々
、

原
発
事
故
で
避
難
し

て
き
た
人
々
等
が
、

水
も
出
な
い
寒

い
避
難
所
に
身
を
寄
せ
合
っ
て
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

特
に
、

原
発
の
あ
る
双
棄
地
方
か
ら

の
避
難
者
は
、

家
と
肉
親
を
失
い
な

が
ら
、

そ
の
捜
索
も
出
来
ず
、

不
安

は
極
に
達
し
て
い
た
。

ま
た
、

風
評
雅
経
日も
ひ
ど
く
、

い
わ

き
地
区
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
不

足
も
深
刻
で
あ
っ
た
。

避
難
所
を

一
日
に
五
～
六
箇
所
廻
り

診
療
を
行
っ
た
が
、

不
眠
、

抑
う
つ

気
分
な
ど
精
神
的
に
も
不
安
な
者
が

多
か
つ
た
。

（会
長
　
高
橋
俊
雄
）

”　
今
回
の
女
医
都
容
開
催
は

”　
ヤ
止
と
な
り
ま
し
た
。

盗
会

”　
で
代
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

”　
ご
出
席
下
さ
い
。

ロ
ヤ
佐
岳
千

写
真
右
は
、

被
災
地
で
の
診
寮
風
景

東
北
大
学
良
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
東
京
支
部

〒

２

４

７

１

０

０

７

２

神
奈
川
県
館
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市
岡
本

二

‥
二

，
一
‐
七
〇
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
＆
　
Ｆ
Ａ
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Ｏ
四
六
七

（四
五
）
０
二
八
七
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